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: Goffman, E. 1967. Interaction Rirual. New York: Pantheon Books. 
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論文審査及び試験の結果 

 本論文は、日本語の文末表現として授受動詞の敬語形を含んだ複合形式「させ

ていただく」が広範に用いられている現象（以下、「させていただく」現象）を、

日本語の現在におけるコミュニケーション状況の一断面として捉え、2 種類の調

査を通じて、それがどのような通時的変化の中にあるかを考察した、歴史社会語

用論的な実証研究である。 

 

論文の構成と概要 

 論は以下のような 5 章構成となっている。 

 

第 1 章 イントロダクション —「させていただく」という問題系と社会語用論

的アプローチ— 

第 2 章 先行研究のレビューと分析の方向性 —「させていただく」の問題系と

は何か？— 

第 3 章 質問紙による意識調査 —「させていただく」の「文法化」と「新丁重

語」の誕生— 

第 4 章 「させていただく」の前接部と後接部 —2 つのコーパス・データの 

調査結果— 



第 5 章 2 つの調査結果の考察 —ベネファクティブ「させていただく」使用 

拡大の要因と影響— 

 

 第 1 章では、表現形「させていただく」だけを取り上げるのではなく、3 系列

7 語からなる授受動詞体系全体の中で考察することの必要性が説かれ、特にクレ

ル系「くださる」とモラウ系「いただく」との対比が鍵になることが述べられる。

また、授受動詞体系の発達という通時的変化自体が、使用における敬意の漸減現

象（「敬意逓減」）の反映であって、その現在の直近において「させていただく」

現象が生じているとの問題意識が述べられる。 

 続く第 2 章では、あまたある関連文献が、授受動詞の本動詞用法と補助動詞

用法（以下、ベネファクティブ）の各々について、言語学的な方法論別にレビュ

ーされる。「させていただく」現象にアプローチした研究も少なからずあるもの

の、それらの多くは方法論的な問題と調査結果の処理方法の問題（のいずれかま

たは両方）を抱えており、必ずしも信頼性が高くないことが述べられる。レビュ

ーの結果、本論文の研究課題（リサーチ・クエスチョン）として 3 つが設定さ

れ、方法論としては、ポライトネス的な対人距離感を動因とする問題と定位し、

歴史社会語用論的アプローチによる調査を行うことが述べられる。 



 第 3 章では、1 つめの調査である「させていただく」に対する人々の意識調査

について、調査デザイン、実施概要、結果の分析報告と考察が述べられる。従来

型と新奇な「させていただく」を用いた 10 の調査文例に対する「違和感」を尋

ねる調査を行なったこと、そして、その結果を多変量解析手法である「決定木分

析」（Decision Tree Analysis；「論文の評価」2 で再述）によって分析したところ、

「いただく」に対応する［恩恵性］は有意に影響しておらず、字面には出てこな

い性質である［必須性］が最も強く影響していたことなどが報告される。そうし

た結果を考察すると、「させていただく」はもはや ”許可＋恩恵” と分析する意

味がなく、不可分の 1 語として話し手の謙遜を表す「新丁重語」として機能して

いるとの解釈が述べられる。 

 第 4 章では、もう 1 つの調査であるコーパス調査の概要と調査結果の報告お

よび考察が述べられる。2 つのコーパス（主に明治〜昭和前半の日本語 対 主に

20 世紀第 4 四半世紀の日本語）を比較する手法が採られ、4 つのベネファクテ

ィブの使用状況において、敬語形では「させていただく」が増えているのに対し、

非敬語形では「させてくれる」が増えていることが述べられる。さらに、「させ

ていただく」の前接動詞の種類や頻度、後接モダリティの種類や頻度を調査した

結果、前者が多様化しているのに対し、後者が固定化・画一化していることが述



べられる。 

 第 5 章は考察で、2 つの調査結果を踏まえると、「させていただく」は現在、

「新丁重語」として話し手が控え目な態度を表明する際に非常に選好されてい

ること、そしてその使用法においては、多様な動詞に用いることで広範な配慮を

表しているように見える一方、聞き手との交渉的な側面はむしろ縮小して一方

向的になっている傾向が見られると述べられる。最後に、クレル系からモラウ系

へのシフトに関して、ゴフマンの deference（表敬）と demeanor（品行）概念が

援用され、表敬的な敬語である「くださる」に対する忌避と品行的な敬語である

「いただく」に対する選好として「させていただく」現象が解釈できることが述

べられる。 

 

論文の評価 

 本論文は、諸処で新しい研究手法を取り入れるなど最新の動向にも注意が払

われているが、まずとりわけ独創的な点として、次の 3 つを指摘することがで

きる。 

  



1. 「敬意逓減」過程における敬語とベネファクティブの交わりを捉えた点 

 日本語におけるポライトネス表現装置の大きな通時的変化として、敬語から

ベネファクティブへという流れと、ベネファクティブ内部での流れとがあるが、

それらが相互にどう関わり合っているかについてはこれまで詳らかにされてこ

なかった。 

 椎名論文は、近代日本語の敬意表現に宿命的とも言える敬意逓減過程の中で

考察することによって、「させていただく」現象を、敬語とベネファクティブそ

れぞれの敬意逓減のいわば交差点において生じたものと捉えることに成功した。

20 世紀の日本語（共通語）において、「させてくださる」から「させていただく」

への大きなシフトが生じたことと、同等のシフトが非敬語では生じていないこ

と —「させてくれる」から「させてもらう」へのシフトは見られず、むしろ非

敬語では「させてくれる」の方が増えていること— を突き止めたことで、「させ

ていただく」現象が専らポライトネスの問題として生じていることを明らかに

した。その上で本論文は、敬語と非敬語とで、好まれる対人距離感のいわば両極

化が起こっているとの知見を導き出している。先行研究にこうした観点はほと

んど皆無であり、単に授受動詞の語彙間でシフトが生じていると無前提に想定

されていることを考えると、今後の日本語ポライトネス研究に対する非常に重



要な観点の提供であると言うことができる。 

 

2. 変化の最中における人々の意識を克明に捉えた点 

 方法論的な側面での独創性も大きい。本論文は、決定木分析の有効性を実証す

る有力な実例となった。マーケティング・リサーチから発達した決定木分析は多

変量解析の新しいツールであり、人々の嗜好（好み）や行為決定に影響する要因

を多くの可能的要因の中から抽出し、それらを影響の強さ順に表示する。言語使

用に関する人々の語用論的振る舞いもまた、多くの要因に動機づけられている

と考えられるため、この手法は実証的な語用論研究に非常に適合性が高いと言

うことができる。しかし、研究に応用されるようになってまだ日が浅く、ようや

く国際的にも認知されようとしているところである。そうした意味で、椎名論文

も十分先駆的であるのみならず、その利点を最大限に活かして、先行研究で論じ

られてきたいくつかの要因について、人々の意識に対する影響の有無と強弱を

鮮やかに示し、とりわけ、「いただく」から連想される［恩恵性］の関与があま

りないこと、語構成的には「させていただく」に含まれない［必須性］という要

因の強い関与を見出した点など、新しい貢献をなすものである。 

 

3. コミュニケーションのスタイル・シフトを捉えた点 



 「させていただく」現象が、敬意逓減による表現選好の変化であることは論を

俟たないが、椎名論文は考察をさらに進め、それがコミュニケーションのスタイ

ルにおける選好変化の結果であると論じている。こうした視野も先行研究には

あまり見られないものであり、重要な貢献であると言えよう。数十年ほどの隔た

りがある 2 種類のコーパスを比較検討しながら、意味論的〜語用論的な幅の中

で、その間に人々のコミュニケーション・スタイルにどのような変化が生じたか

を克明に捉えている。「させていただく」の前接動詞における意味論的バリエー

ションと、後接モダリティにおける語用論的バリエーションが、この半世紀の間

に逆転していたことを明瞭に示した成果は、ユニークな着眼と的確な分析手法

ゆえのことである。コーパス・ベースによる英語の歴史語用論研究者として培っ

てきた力量とセンスが遺憾なく発揮された部分であると言えるだろう。 

 

 意識調査とコーパス調査の結果を踏まえてなされた総合的な考察では、「てく

ださる」から「ていただく」へのシフトに対して、ゴフマンの deference（表敬）

と demeanor（品行）の概念を援用した解釈を展開している。クレル系敬語の「く

ださる」は主語である他者のフェイスを指向するが、その主語意識が敬意逓減を

発動させて使いにくくなってしまったため、主語が自己で他者に触れずに済む



モラウ系敬語の「いただく」へのシフトが生じた、との説明は斬新で説得力もあ

る。それにとどまることなく、たとえ謙遜であっても自己のフェイスを指向する

ことにおいて、その主語意識がすでに敬意逓減を発動し始め、自己の尊大化に対

する補償と見られる新たな表現（「させていただいてもよろしいでしょうか」等）

を生み出していると論じている。この点もまた、まさに現在生じている敬意逓減

のダイナミズムを捉えたものとして、審査委員に高く評価された。 

 同時に、審査委員からは、本論文があくまでミクロな次元での現象の解明に努

めようとする手堅さを認めながらも、より大きな敬意逓減の流れの中で「させて

いただく」現象がもつ意味についてマクロな次元での考察があってもよかった

との指摘もなされた。この点については、そうした指摘の意味を了解しつつ、本

研究においてはむしろ意識的に抑制した面があることと、本研究に引き続く次

なる考察においてそうしたより大きな考察をしたいとの説明がなされた。 

 以上、本論文は、問題設定、先行研究の評価、独自調査の独創性と確かな考察、

今後の研究に対する貢献等、すべての面で高い水準を実現しており、非常に高く

評価される研究であると認定され、全く問題なく博士号の授与に値するものと

審査委員会の全員一致で判断された。 


